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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記透過
状態よりも透過性の低い状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、前記第２波長帯の光が照射されたときに前記第２波長帯の
光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報コードの
像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置され、
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　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録されていることを特徴とする情報コード表示媒体。
【請求項２】
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記第２
波長帯の光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報
コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置され、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録されていることを特徴とする情報コード表示媒体。
【請求項３】
　前記被形成部における前記第２面側に接着媒体による接着層が設けられていることを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の情報コード表示媒体。
【請求項４】
　前記被形成部は、撓み変形可能な板材又はシート材として構成されていることを特徴と
する請求項３に記載の情報コード表示媒体。
【請求項５】
　前記被形成部は、可視光が照射された可視光環境下で不透明状態となることを特徴とす
る請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の情報コード表示媒体。
【請求項６】
　情報コードが表示される情報コード表示媒体と、前記情報コード表示媒体に付された前
記情報コードを読み取る情報コード読取装置とを備えた情報コード読取システムであって
、
　前記情報コード表示媒体は、
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記透過
状態よりも透過性の低い状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、前記第２波長帯の光が照射されたときに前記第２波長帯の
光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報コードの
像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
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前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置されており、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録され、
　前記情報コード読取装置は、
　前記第１波長帯の光を照射可能な照射光源と、
　前記情報コード表示媒体に対して前記照射光源によって前記第１波長帯の光が照射され
ていない状態で前記第１情報コードの像を撮像し、前記情報コード表示媒体に対して前記
照射光源によって前記第１波長帯の光が照射された状態で前記第２情報コードの像を撮像
する撮像部と、
　前記撮像部によって前記第１情報コードが撮像された場合に当該第１情報コードを解読
し、前記撮像部によって前記第２情報コードが撮像された場合に当該第２情報コードを解
読する解読部と、
を有することを特徴とする情報コード読取システム。
【請求項７】
　情報コードが表示される情報コード表示媒体と、前記情報コード表示媒体に付された前
記情報コードを読み取る情報コード読取装置とを備えた情報コード読取システムであって
、
　前記情報コード表示媒体は、
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記第２
波長帯の光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報
コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置されており、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録され、
　前記情報コード読取装置は、
　前記第１波長帯の光を照射可能な照射光源と、
　前記情報コード表示媒体に対して前記照射光源によって前記第１波長帯の光が照射され
ていない状態で前記第１情報コードの像を撮像し、前記情報コード表示媒体に対して前記
照射光源によって前記第１波長帯の光が照射された状態で前記第２情報コードの像を撮像
する撮像部と、
　前記撮像部によって前記第１情報コードが撮像された場合に当該第１情報コードを解読
し、前記撮像部によって前記第２情報コードが撮像された場合に当該第２情報コードを解
読する解読部と、
を有することを特徴とする情報コード読取システム。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報コード表示媒体及び情報コード読取システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、バーコードやＱＲコード（登録商標）などの情報コードが様々な用途で使用され
ており、その使用目的も多様化しつつある。特に、近年では、情報コードのセキュリティ
性向上のニーズが高まってきており、特定の条件を満たした場合にのみ情報コードを読み
取ることができるような構成が求められている。なお、情報コードにセキュリティ機能を
付加した技術としては、例えば特許文献１のようなものが提供されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１４６４６１公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、この特許文献１の技術は、鍵情報（３）を数値データとして付し、これ
を紫外線環境下で操作者に目視させようとするものであるため、操作者が鍵情報（３）を
目視して確実に確認できるか否かが環境（印刷環境、読取環境等）や構成（情報コードの
大きさや鍵情報の構成）に大きく左右されてしまうという問題がある。特に、情報コード
の小型化を図ろうとした場合、読取装置によって当該情報コード自体は認識できたとして
も、操作者が鍵情報（３）を視認できなくなるという事態が生じやすく、このような場合
には、操作者が鍵情報を得られることができず、情報コードの解読が成り立たなくなって
しまう。また、本データ（２）と鍵情報（３）を重ねたものを操作者に読み取らせる方法
では、最終的な解読の成否を操作者の熟練度等に依存してしまうため、迅速かつ安定的な
解読が難しいという問題もある。
【０００５】
　更に、本願の発明者は、セキュリティ面での考察を重ねた結果、情報コードにセキュリ
ティ性を付加する例として、「表面側には容易に読み取ることが可能な情報コードを配置
し、裏側には表面側からの通常読み取りが困難であり、特定条件でのみ読取可能な情報コ
ードを配置する」といった新規な構成を着想するに至った。例えば、商品の包装に情報コ
ードを付す場合、包装の表面側には一般消費者等が容易に読み取ることができるような情
報コードを配置し、裏面側には、特定の者（例えば商品の製造者や販売者等）のみが読取
可能となる情報コードを配置すれば、表面側の情報コードと裏面側の情報コードとを使い
分けることができ、裏面側の情報コードのセキュリティ性については相対的に高いレベル
とすることができる。また、この具体例に限られるものではなく、通常環境下では一方面
側の情報コードのみを読み取らせ、特別な条件下でのみ裏面側の情報コードを読み取らせ
たい様々なケースに上記思想を応用し得ることが予想される。但し、このような思想は、
従来から用いられている一般的なコード構成や読取方法では実現が困難であり、この思想
を円滑に実現できる構成が望まれる。
【０００６】
　本発明は、上述した課題を解決するためになされたものであり、通常環境下では一方面
側の情報コードのみを読み取らせ、特別な条件下でのみ裏面側の情報コードを読み取らせ
ることが可能な構成を提供する。また、特別な条件下で裏面側の情報コードを読み取る際
には、迅速かつ安定的に読み取ることが可能な構成を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　第１の発明は、少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当
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該第１波長帯の光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が照射された
ときに前記透過状態よりも透過性の低い状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、前記第２波長帯の光が照射されたときに前記第２波長帯の
光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報コードの
像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置され、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録されていることを特徴とする。
【０００８】
　第２の発明は、少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当
該第１波長帯の光を透過する透過状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記第２
波長帯の光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報
コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置され、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録されていることを特徴とする。
【０００９】
　第３の発明は、情報コードが表示される情報コード表示媒体と、前記情報コード表示媒
体に付された前記情報コードを読み取る情報コード読取装置とを備えた情報コード読取シ
ステムであって、
　前記情報コード表示媒体は、
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記透過
状態よりも透過性の低い状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
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成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、前記第２波長帯の光が照射されたときに前記第２波長帯の
光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報コードの
像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置されており、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録され、
　前記情報コード読取装置は、
　前記第１波長帯の光を照射可能な照射光源と、
　前記情報コード表示媒体に対して前記照射光源によって前記第１波長帯の光が照射され
ていない状態で前記第１情報コードの像を撮像し、前記情報コード表示媒体に対して前記
照射光源によって前記第１波長帯の光が照射された状態で前記第２情報コードの像を撮像
する撮像部と、
　前記撮像部によって前記第１情報コードが撮像された場合に当該第１情報コードを解読
し、前記撮像部によって前記第２情報コードが撮像された場合に当該第２情報コードを解
読する解読部と、
を有することを特徴とする。
【００１０】
　第４の発明は、情報コードが表示される情報コード表示媒体と、前記情報コード表示媒
体に付された前記情報コードを読み取る情報コード読取装置とを備えた情報コード読取シ
ステムであって、
　前記情報コード表示媒体は、
　少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の
光を透過する透過状態となる被形成部と、
　前記被形成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形成部の第１面側
を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、
　前記被形成部の前記第１面とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと前記被形
成部の第２面側を露出させることで構成される明色モジュールとを備えてなる第２情報コ
ードと、
を有し、
　前記第１情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を透過し、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記第２
波長帯の光を反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報
コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードの前記暗色モジュールは、前記第１波長帯の光が照射されたときに
前記第１波長帯の光を反射すると共に前記第１波長帯の光を反射した反射光によって当該
第２情報コードの像が生成される構成であり、
　前記第２情報コードは、前記被形成部の前記第２面側に対して前記第１面側から見て前
記第１情報コードの少なくとも一部と重なる構成で配置されており、
　前記第２情報コードには、少なくとも前記第１情報コードに記録されていないデータが
記録され、
　前記情報コード読取装置は、
　前記第１波長帯の光を照射可能な照射光源と、
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　前記情報コード表示媒体に対して前記照射光源によって前記第１波長帯の光が照射され
ていない状態で前記第１情報コードの像を撮像し、前記情報コード表示媒体に対して前記
照射光源によって前記第１波長帯の光が照射された状態で前記第２情報コードの像を撮像
する撮像部と、
　前記撮像部によって前記第１情報コードが撮像された場合に当該第１情報コードを解読
し、前記撮像部によって前記第２情報コードが撮像された場合に当該第２情報コードを解
読する解読部と、
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１の情報コード表示媒体は、少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が
照射されたときに当該第１波長帯の光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長
帯の光が照射されたときに前記透過状態よりも透過性の低い状態となる被形成部と、被形
成部の所定の第１面側に設けられ、暗色モジュールと被形成部の第１面側を露出させるこ
とで構成される明色モジュールとを備えてなる第１情報コードと、被形成部の前記第１面
とは反対の第２面側に設けられ、暗色モジュールと被形成部の第２面側を露出させること
で構成される明色モジュールと複数種類のモジュールを備えてなる第２情報コードとを有
している。
　そして、第１情報コードの暗色モジュールは、第１波長帯の光が照射されたときにこの
第１波長帯の光を透過し、可視光が照射されたときに可視光を反射すると共に当該可視光
を反射した反射光によって当該第１情報コードの像が生成される構成となっている。この
構成では、可視光が照射され、第１波長帯の光が照射されない又は第１波長帯の光の量が
少ない環境下では、被形成部が透過性の低い状態となる。つまり、第１面側から見たとき
に、第１情報コードは視認可能となるが、第２情報コードの視認は困難となる。また、第
１波長帯の光を照射しない通常の読み取り装置では、第１面側から読み取る場合、被形成
部の透過性が低く奥側の第２情報コードが認識困難な状態で読み取ることになるため、こ
れら２つのコードの内、第１情報コードのみを読み取ることができる。
　一方、第１波長帯の光が照射された場合、被形成部は、第１波長帯の光を透過する透過
状態となり、第２情報コードは、暗色モジュールが第１波長帯の光を反射すると共にこの
第１波長帯の光を反射した反射光によって当該第２情報コードの像が生成される。従って
、第１波長帯の光を照射可能な読取装置では、第１波長帯の光を照射しつつ撮像すること
で、第１面側からでも第２情報コードを読み取ることができる。
　特に、第２情報コードが被形成部の第２面側に対して第１面側から見て第１情報コード
の少なくとも一部と重なる構成で配置されている。この構成では、仮に可視光環境下にお
いて被形成部で若干の透過状態が生じた場合でも、第１面側から見た場合に第２情報コー
ドの少なくとも一部が第１情報コードの裏側に隠れる構成となる。つまり、第２情報コー
ドの正確な形状の把握がより困難になるため、可視光環境下における一般的な読取装置で
の第２情報コードの読み取りをより確実に防ぐことができる。
　さらに、第２情報コードに少なくとも第１情報コードに記録されていないデータが記録
されている。この構成によれば、特定の読取装置での読み取りが望まれ、一般的な読取装
置での読み取りが望まれないデータを扱う場合に非常に有利になる。
【００１２】
　請求項２の情報コード表示媒体は、被形成部と、被形成部の所定の第１面側に設けられ
た第１情報コードと、被形成部の第２面側に設けられた第２情報コードとを有している。
　そして、第１情報コードの暗色モジュールは、第１波長帯の光が照射されたときに第１
波長帯の光を透過し、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに第２波長帯の光を
反射すると共に当該第２波長帯の光を反射した反射光によって当該第１情報コードの像が
生成される構成となっている。
　この構成では、可視光が照射され、第１波長帯の光が照射されない又は第１波長帯の光
の量が少ない環境下では、第１面側から見たときに当該第１面側の第１情報コードが明瞭
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に把握される。一方、第２情報コードは、第１情報コード及び被形成部の奥側に隠れた構
成となり、全体形状の正確な認識が困難となる。従って、第１波長帯の光を照射しない通
常の読み取り装置では、第１面側から読み取る場合、これら２つのコードの内、第１情報
コードのみを読み取ることができる。
　一方、第１波長帯の光が照射されるときには、第１情報コードの暗色モジュールがこの
第１波長帯の光を透過し、被形成部もこの第１波長帯の光を透過する透過状態となり、第
２情報コードは、暗色モジュールが第１波長帯の光を反射する構成となっている。従って
、第１波長帯の光を照射可能な読取装置では、第１面側から読み取る場合でも、第１情報
コード及び被形成部の奥側に配置される第２情報コードを認識することができ、第２情報
コードを読み取ることができる。
【００１４】
　請求項３の発明は、前記被形成部における前記第２面側に接着媒体による接着層が設け
られている。この構成によれば、情報コード表示媒体の全体をシールとして利用すること
ができ、当該情報コード表示媒体が接着された部分において上記発明と同様の効果を生じ
させることができる。これにより、例えば２つの情報コードを直接形成しにくい対象物に
おいて上記利益を享受したい場合や、対象物形成後に事後的に上記特徴を付加したい場合
などにおいて有利になる。
【００１５】
　請求項４の発明は、前記被形成部は、撓み変形可能な板材又はシート材として構成され
ている。この構成によれば、情報コード表示媒体の適用位置の自由度が増し、例えば平坦
部分は勿論のこと、ある程度湾曲した部分や若干凹凸がある部分などに対しても特徴的な
情報コード表示媒体を付すことができる。
【００１７】
　請求項５の発明では、可視光が照射された可視光環境下で被形成部が不透明状態となる
。この構成によれば、可視光環境下で、第２情報コードの存在自体を把握困難にすること
ができ、且つ一般的な読取装置によって第２情報コードが読み取られることをより確実に
防ぐことができる。
【００１８】
　請求項６の構成によれば、請求項１と同様の効果を奏する情報コード読取システムを実
現できる。
【００１９】
　請求項７の構成によれば、請求項２と同様の効果を奏する情報コード読取システムを実
現できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、第１実施形態に係る情報コード読取システムの構成を概略的に例示する
ブロック図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る情報コード表示媒体の構成を概略的に例示する断面
図である。
【図３】図３（Ａ）は、図１の情報コード表示媒体を表面側から見た様子を概略的に示す
説明図であり、図３（Ｂ）は、図１の情報コード表示媒体を裏面側から見た様子を概略的
に示す説明図である。
【図４】図４は、図１の情報コード表示媒体の表面側から赤外光を照射したときに撮像さ
れる撮像画像を概略的に説明する説明図である。
【図５】図５は、第２実施形態に係る情報コード表示媒体の構成を概略的に例示する断面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　[第１実施形態]
　以下、本発明に係る情報コード読取システム等を具現化した第１実施形態について、図
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面を参照して説明する。
　（情報コード読取システムの概要）
　図１は、本発明の第１実施形態に係る情報コード読取システムを概念的に説明する説明
図である。図１に示す情報コード読取システム１は、情報コードが表示される情報コード
表示媒体１０と、情報コード表示媒体１０に付された情報コードを読み取る情報コード読
取装置４０とを備えたシステムとして構成されている。情報コード表示媒体１０（以下、
単に媒体１０ともいう）は、明色モジュールＣｗ及び暗色モジュールＣｂを有してなる第
１情報コードＣ１、第２情報コードＣ２（図２、図３参照）が形成された媒体として構成
されており、情報コード読取装置４０（以下、単に読取装置４０ともいう）は、この媒体
１０に形成された第１情報コードＣ１及び第２情報コード２を読取可能な装置として構成
されている。そして、媒体１０に形成された第１情報コードＣ１、第２情報コードＣ２を
読取装置４０が撮像し、解読することで、これらのコードに記録されたデータを取得し出
力し得るようになっている。以下では、これら媒体１０及び読取装置４０について詳述す
る。
【００２２】
　（情報コード表示媒体）
　情報コード表示媒体１０は、樹脂部材、ガラスなどの被形成部１４に第１情報コードＣ
１及び第２情報コードＣ２が形成されてなるものである。第１情報コードＣ１は、被形成
部１４の所定の第１面１４Ａ側に設けられ、複数種類のモジュールがマトリックス状に配
列された構成となっている。具体的には、図３（Ａ）に示すように、明色モジュール（明
色セル）Ｃｗ及び暗色モジュール（暗色セル）Ｃｂの２種類のセルによって構成されてお
り、暗色モジュールＣｂは公知の赤外線透過インク（例えば、可視光照射時に透過性が相
対的に低く、赤外光照射時に透過性が相対的に高いインク）が付された領域として構成さ
れている。また、明色モジュールＣｗは、赤外線透過インクが付されず、後述する被形成
部１４の表面が露出し、被形成部１４の表面が視認される領域として構成されている。ま
た、明色モジュールと暗色モジュールが配列されたコード領域（暗色モジュールの配列領
域を全て含む最小の矩形領域）の外側は、明色モジュールと同色のマージン領域によって
囲まれており、このマージン領域も、赤外線透過インクが付されず、被形成部１４の表面
が視認される領域として構成されている。この第１情報コードＣ１は、例えば被形成部１
４の第１面１４Ａ上に赤外線透過インクを印刷する等の方法により形成することができる
。
【００２３】
　第２情報コードＣ２は、被形成部１４において第１面１４Ａとは反対の第２面１４Ｂ側
に設けられており、複数種類のモジュールがマトリックス状に配列された構成となってい
る。具体的には、図３（Ｂ）に示すように、明色モジュール（明色セル）Ｃｗ及び暗色モ
ジュール（暗色セル）Ｃｂの２種類のセルによって構成されており、暗色モジュールＣｂ
は通常の暗色インク（赤外線照射時に透過しないインクであり、例えば黒色や藍色などの
暗色のインク）が付された領域として構成されている。また、明色モジュールＣｗは、上
記暗色インクが付されず、被形成部１４の第２面１４Ｂが露出し、第２面１４Ｂ側から見
て被形成部１４が視認される領域として構成されている。第２情報コードＣ２において明
色モジュールと暗色モジュールが配列されたコード領域（暗色モジュールの配列領域を全
て含む最小の矩形領域）の外側は、明色モジュールと同色のマージン領域によって囲まれ
ており、このマージン領域も、上記暗色インクが付されず、第２面１４Ｂ側から見て被形
成部１４が視認される領域として構成されている。
【００２４】
　図３、図４等に示す例では、第１情報コードＣ１及び第２情報コードＣ２がいずれもＱ
Ｒコード（登録商標）として構成されており、公知の方法でデコード可能とされている。
なお、第１情報コードＣ１及び第２情報コードＣ２の構成は多種の情報コードであっても
よい。例えばバーコード等の公知の一次元コードであってもよく、データマトリックスコ
ード、マキシコード等の公知の二次元コードなどによって構成されていてもよい。
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【００２５】
　なお、図３等に示す例では、第１情報コードＣ１と第２情報コードＣ２とが同一種類の
コードによって同一の外形サイズで構成され、第１情報コードＣ１の外形の真裏に第２情
報コードＣ２の外形が重なるように構成されているが、第１情報コードＣ１と第２情報コ
ードＣ２とが別の種類のコードによって構成されていてもよい。また、第１情報コードＣ
１と第２情報コードＣ２とが異なるサイズで構成されていてもよい。
【００２６】
　被形成部１４は、少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射されたときに
当該第１波長帯の光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が照射され
たときに透過状態よりも透過性の低い状態となるものである。本構成では、例えばガラス
や樹脂材料などからなる透明部材の表層部に赤外線透過インクを配置した構成、或いは被
形成部１４全体が赤外線透過インクと同様の材質とした構成などとされており、波長７５
０ｎｍ以上の赤外光が「可視光領域とは異なる第１波長帯の光」に相当している。また、
例えば、波長３８０ｎｍ～７５０ｎｍの可視光が「可視光領域の第２波長帯の光」に相当
している。即ち、赤外光が照射されたときに当該赤外光を透過する透過状態となり、可視
光が照射されたときにその透過状態（赤外光が照射されたときの透過状態）よりも透過性
の低い状態となるように構成されている。なお、図３等に示す構成では、可視光が照射さ
れた可視光環境下で不透明状態となる被形成部１４を用いている。
【００２７】
　第１情報コードＣ１は、このような形成された被形成部１４の第１面１４Ａ上において
暗色モジュールの部分に、例えば公知の赤外線透過インクを配置した形態で形成されてお
り、第２情報コードＣ２は、この被形成部１４の第２面１４Ｂ上において暗色モジュール
の部分に、例えば通常の暗色インクを配置した形態で形成されている。なお、本構成では
、第１面１４Ａを被形成部１４の表面とし、第２面１４Ｂを被形成部１４の裏面としてい
る。
【００２８】
　そして、図３（Ａ）のように可視光が照射され、且つ赤外光が照射されていない又は赤
外光の量が非常に少ない通常環境下（赤外光照射光源による照射がなされていない環境下
）では被形成部１４が不透明又は透明性の低い状態（赤外光照射時と比べて透明性が大幅
に低い状態）となる。そして、表面側（第１面１４Ａ側）から見たときに被形成部１４の
裏側に位置する第２情報コードＣ２の形状が視認不能或いは視認困難となるように構成さ
れている。なお、図３（Ａ）では被形成部１４の領域をクロスハッチングにて概念的に示
し、第１情報コードＣ１の暗色モジュールの領域（第１情報コードＣ１において赤外線透
過インクが付された領域）を黒色で示している。
【００２９】
　第１面１４Ａ側から見たときの被形成部１４の領域（クロスハッチングの領域）は、上
記通常環境下（可視光が照射され、且つ赤外光が照射されていない又は赤外光の量が非常
に少ない通常環境下）では第１情報コードＣ１の暗色モジュールの領域と、色彩、濃度、
輝度の少なくともいずれかが異なるように構成されている。例えば、上記通常環境下では
、第１情報コードＣ１の暗色モジュールの領域よりも、被形成部１４の領域（クロスハッ
チングの領域）のほうが、明度が大きくなっている。第１情報コードＣ１の暗色モジュー
ルの領域が黒色として認識され、被形成部１４において第１情報コードＣ１の暗色モジュ
ール以外の領域がグレーとして認識されるようになっている。
【００３０】
　なお、図２等では、板状又はシート状の部材として構成される被形成部１４に第１情報
コードＣ１、第２情報コードＣ２が形成された例を示したが、被形成部１４の構成や用途
は様々である。例えば、商品の包装として構成されるビニール製の袋や樹脂製のケースな
どであってもよく、ガラス製のケースなどであってもよい。或いは、被形成部１４が商品
やその他の物品そのものであってもよい。また、図２等の例では、被形成部１４が一層で
形成された例を示したが、「少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯の光が照射され
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たときに当該第１波長帯の光を透過する透過状態となり、可視光領域の第２波長帯の光が
照射されたときに透過状態よりも透過性の低い状態となる構成」の層があれば、透明部材
或いは透明性の高い部材などが重なった複数層として構成されていてもよい。
【００３１】
　被形成部１４に形成された第１情報コードＣは、反転領域と非反転領域とに分かれてい
る。反転領域は、表面側（一方面１４Ａ側）から見て、可視光が照射されたときに暗色の
反射特性を示し、可視光とは波長の異なる第１波長帯の光（例えば赤外光）が照射された
ときに明色の反射特性を示すように構成されている。また、非反転領域は、可視光が照射
されたときに明色の反射特性を示し、第１波長帯の光（例えば赤外光）が照射されたとき
にも明色の反射特性を示すように構成されている。そして、第１情報コードＣ１は、暗色
モジュールＣｂ（図３（Ａ）に示す例では暗色セル）の領域が反転領域とされており、明
色モジュールＣｗ（図３（Ａ）に示す例では明色セル）の領域が非反転領域となっている
。また、コード領域（暗色モジュールＣｂが配置される領域を全て含む最小限の矩形領域
）の周囲に隣接する領域も非反転領域となっている。即ち、コード領域のすぐ隣に隣接す
る環状のマージン領域も非反転領域として構成されている。
【００３２】
　このように構成されているため、可視光（第２波長帯の光）が照射され第１波長帯の照
明光（例えば赤外光）が照射されていない環境、又は第１波長帯の照明光（例えば赤外光
）の光量が通常環境と同等に低い環境（特別な赤外光照射光源によって赤外光が照射され
ない環境）では、一般利用者が第１面１４Ａ側（表面側）から見たとき、図３（Ａ）のよ
うに、第１情報コードＣ１では、明色モジュールＣｗの領域及びマージン領域を含む背景
領域（コード領域の外側の領域）が明色で認識され、暗色モジュールＣｂの領域がこれら
領域よりも明度の低い領域として認識されるため、それぞれが区別された状態で見えるこ
とになる。
【００３３】
　また、第１情報コードＣ１の暗色モジュールＣｂ及び明色モジュールＣｗは、可視光（
第２波長帯の光）が照射されたときにそれぞれが可視光を反射し、これらモジュールが可
視光を反射した反射光によって当該第１情報コードＣ１の像が生成されることになる。従
って、通常の読取装置では、このような反射光を受光して撮像することで第１情報コード
Ｃ１の形状が正確に示された画像を得ることができ、第１情報コードＣ１の認識、解読が
可能となる。また、このように可視光（第２波長帯の光）が照射され第１波長帯の照明光
（例えば赤外光）が照射されていない環境、又は第１波長帯の照明光（例えば赤外光）の
光量が通常環境と同等に低い環境では、被形成部１４は、不透明状態又は透明性の低い状
態となるため、一般利用者が第１面１４Ａ側（表面側）から見たときには、裏側に位置す
る第２情報コードＣ２が把握不能或いは把握困難となる。そして、通常の読取装置では、
第２情報コードＣ１２の形状を第１面側から正確に認識することは困難になる。
【００３４】
　一方、媒体１０の第１面１４Ａ側から赤外光（第１波長帯の光）が照射されている場合
には、第１情報コードＣ１の明色モジュール及び暗色モジュールのいずれも、この赤外光
（第１波長帯の光）を透過させ、更に、被形成部１４もこの赤外光（第１波長帯の光）を
透過させることになる。つまり、第２情報コードＣ２よりも表側（第１面１４Ａ側）に配
された部分が透明性の高い状態になるため、図４のように、第１面１４Ａ側からでも第２
情報コードＣ２を把握することができるようになる。そして、第２情報コードＣ２の複数
種類のモジュールは、赤外光（第１波長帯の光）が照射されたときに少なくともいずれか
の種類のモジュールが赤外光（第１波長帯の光）を反射するようになっており、このよう
に赤外光（第１波長帯の光）を反射した反射光によって当該第２情報コードＣ２の像が生
成されるようになっている。具体的には、通常の暗色インクが付された暗色モジュールＣ
ｂの部分が赤外光を反射して暗色を示すようになっており、暗色インクが付されていない
明色モジュールＣｗの部分及びマージン領域は、第２面１４Ｂの後方（第１面１４Ａとは
反対側）の背景状態を示すようになっている。
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【００３５】
　このように構成されているため、赤外光を照射しつつ撮像し得る後述の読取装置４０を
用いれば、第１面１４Ａ側から読み取る場合でも、このような反射光（赤外光を照射した
ときの第２情報コードＣ２からの反射光）を受光することで第２情報コードＣ２の形状が
正確に示された画像を得ることができ、第２情報コードＣ２の認識、解読が可能となる。
【００３６】
　本構成では、情報コード表示媒体１０において、第１情報コードＣ１の暗色モジュール
Ｃｂが第１のインクによって形成され、第２情報コードＣ２の暗色モジュールＣｂが第２
のインクによって形成されている。また、第１情報コードＣ１及び第２情報コードＣ２の
明色モジュールの領域には、いずれのインクも配されない構成となっている。
【００３７】
　このうち、第１のインクは、第２波長帯の光（例えば可視光）が照射されたときに暗色
（例えば黒色、藍色、青色等の暗色）の反射特性を示し、第１波長帯の光（例えば赤外光
）が照射されたときに透明状態又は光透過性の高い明色状態となるように機能している。
つまり、第１波長帯の光が照射されたときに暗色から明色（透明色又は光透過性の高い明
色）に反転するようになっている。具体的には公知の赤外線反応インク（公知の赤外線透
過インク等）として構成されており、波長７５０ｎｍ以上の赤外光が照射されたときに、
ほぼ不可視状態又は透明性の高い明色状態となるように構成されている。
【００３８】
　また、第２のインクは、第２波長帯の光（例えば可視光）が照射されたときに暗色（例
えば黒色、藍色、青色等の暗色）の反射特性を示し、第１波長帯の光（例えば赤外光）が
照射されたときにも暗色（例えば黒色、藍色、青色等の暗色）の反射特性を示すように機
能している。具体的には、通常のインク（赤外線によって反転しないインク）として構成
されており、波長３８０ｎｍ～７５０ｎｍの可視光が照射されたときでも、波長７５０ｎ
ｍ以上の赤外光が照射されたときでも、暗色（例えば黒色、藍色、青色等の暗色）を示す
ようになっている。
【００３９】
　なお、図３、図４の例では、第２情報コードＣ２の明色モジュールＣｗの領域及びマー
ジン領域にインクを付しておらず、背景状態に少しでも明るさがあれば、赤外光を照射し
つつ撮像したときに、図４のように、暗色モジュールＣｂと明色モジュールＣｗとが区別
して撮像されることになるが、このような構成に限られない。例えば、第２情報コードＣ
２の明色モジュールＣｗの領域及びマージン領域に通常の明色インク（赤外光を照射した
ときに白、黄色等として認識される明色のインクなど）を付してもよい。
【００４０】
（情報コード読取装置）
　次に、情報コード読取装置４０について説明する。
　図１に示す情報コード読取装置４０は、ＱＲコード（登録商標）等の情報コードを撮像
し、読み取る機能を有している。この読取装置４０は、ＣＰＵ等からなる制御部４１、受
光センサ（例えば、Ｃ－ＭＯＳエリアセンサ、ＣＣＤエリアセンサ等）を備えたカメラと
して構成される撮像部４２、可視光（第２波長帯の光）を照射する第２照明光源４３、赤
外光（第１波長帯の光）を照射する第１照明光源４４、ＲＯＭ、ＲＡＭ、不揮発性メモリ
などの記憶手段からなる記憶部４５などを備えている。また、読取装置４０には、液晶表
示器などからなる表示部４６や、各種操作キーなどからなる操作部４７なども設けられて
いる。なお、第１照明光源４４は、「照射光源」の一例に相当し、赤外光（可視光領域と
は異なる第１波長帯の光）を照射可能に構成されている。
【００４１】
　撮像部４２は、情報コードＣを撮像可能に構成されたものであり、例えば一対の第２照
明光源４３ａ，４３ｂの間に配置されている。この撮像部４２は、情報コード表示媒体１
０からの反射光を受光センサ４２ａの受光面に結像させ、情報コード表示媒体１０の画像
データを生成するように機能している。具体的には、情報コード表示媒体１０に対して第
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１照明光源４４によって第１波長帯の光が照射されていない状態で第１情報コードＣ１の
像を撮像し、情報コード表示媒体１０に対して第１照明光源４４によって第１波長帯の光
が照射された状態で第２情報コードＣ２の像を撮像するように機能する。
【００４２】
　受光センサ４２ａは、媒体１０に照射されて反射した反射光を受光可能に構成されるも
ので、例えば、Ｃ－ＭＯＳやＣＣＤ等の固体撮像素子である受光素子を一次元に配列した
ラインセンサ、或いは２次元に配列したエリアセンサが、これに相当する。また、結像レ
ンズ４２ｃは、例えば、鏡筒とこの鏡筒内に収容される複数の集光レンズとによって構成
されており、受光センサ４２ａの受光面に情報コードＣのコード画像を結像するように機
能している。光学系の受光センサ４２ａから出力される画像信号は、例えば記憶部４５の
画像データ蓄積領域に蓄積されるようになっている。
【００４３】
　図１に示すように、照明光学系を構成する第２照明光源４３及び第１照明光源４４は、
例えば撮像部４２（受光光学系）を挟んだ両側にそれぞれ設けられている。一対の第２照
明光源４３ａ，４３ｂは、例えば波長３８０ｎｍ～７５０ｎｍの可視光を照射するＬＥＤ
によって構成されている。また、対をなして配置される第１照明光源４４ａ，４４ｂは、
波長７５０ｎｍ以上の赤外光を照射する光源（ＬＥＤやその他の赤外線ランプ等）によっ
て構成されている。なお、本構成では、第１照明光源４４（第２照明光照射手段）の光源
数が第２照明光源４３（第１照明光照射手段）の光源数よりも多くなっている。
【００４４】
　記憶部４５は、例えばＲＡＭ（ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ等）、ＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ、ＥＥＰ
ＲＯＭ等）、その他の記憶デバイスがこれに相当する。この記憶部４５のうちのＲＡＭに
は、前述した画像データ蓄積領域のほかに、制御部４１が算術演算や論理演算等の各処理
時に利用する作業領域や読取条件テーブルも確保可能に構成されている。またＲＯＭには
、各種処理等を実行可能な所定プログラムやその他、照明光源、受光センサ４２ａ等の各
ハードウェアを制御可能なシステムプログラム等が予め格納されている。
【００４５】
　制御部４１は、読取装置４０全体を制御可能なマイコン等によって構成され、ＣＰＵ、
システムバス、入出力インタフェース等を備え、情報処理機能を有している。なお、本構
成では、制御部４１が解読部の一例に相当し、撮像部４２によって第１情報コードＣ１が
撮像された場合に当該第１情報コードＣ１を解読し、撮像部４２によって第２情報コード
Ｃ２が撮像された場合に当該第２情報コードＣ２を解読するように機能する。
【００４６】
　具体的には、例えば赤外光を照射しないで撮像する第１モードと、赤外光を照射して撮
像する第２モードとに切り替え可能とされている。第１モードでは、例えば第１照明光源
４４をオフ状態とし、第２照明光源４３をオン状態として撮像部４２による撮像を行う。
このように第２照明光源４３をオン状態にして第２波長帯の照明光（可視光）を照射しつ
つ撮像する場合、図２～図４に示す媒体１０が撮像範囲にあり、この媒体１０の表面側か
ら撮像したときには、図３（Ａ）のように被形成部１４が不透明状態或いは透明性の低い
状態となり、２つのコードＣ１、Ｃ２の内、表面側（第１面１４Ａ側）に配置された第１
情報コードＣ１のみの画像が得られる。従って、このような第１情報コードＣ１の画像を
周知のデコード方法で解読することで、第１情報コードＣ１に記録されたデータを得るこ
とが可能となる。
【００４７】
　一方、第２モードでは、例えば第２照明光源４３をオフ状態とし、第１照明光源４４を
オン状態として撮像部４２による撮像を行う。このように第１照明光源４４をオン状態に
して第１波長帯の照明光（例えば赤外光）を照射しつつ撮像する場合、図２～図４に示す
媒体１０が撮像範囲にあり、この媒体１０の表面側（第１面１４Ａ側）から撮像したとき
には、図４のように第１情報コードＣ１及び被形成部１４が透過状態となり、裏側（第２
面１４Ｂ側）に配置された第２情報コードＣ２の画像が得られる。従って、このような第
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２情報コードＣ２の画像を周知のデコード方法で解読することで、第２情報コードＣ２に
記録されたデータを得ることが可能となる。
【００４８】
　なお、これら第１モードと第２モードの切り替えは、自動的に行われてもよい。例えば
、所定のトリガ操作を行った場合に、第１モードでの撮像を行い、その後、第２モードで
の撮像を行うようにしてもよい。或いは、一定時間毎（例えば数ｍｓ毎、数秒毎）に、第
１モードでの撮像と、第２モードでの撮像を切り換えるようにしてもよい。或いは、所定
のトリガ操作の後に第１モードでの撮像を行い、第１情報コードＣ１の解読を試み、第１
情報コードＣ１の解読が成功した場合に、第２モードでの撮像を行い、第２情報コードＣ
２の解読を試みてもよい。
【００４９】
　或いは、これら第１モードと第２モードの切り替えは、ユーザによって所定操作がなさ
れたときに切り替わるようにしてもよい。例えば、ユーザが所定の第１操作（所定ボタン
に対する第１の操作等）を行ったときに、第１モードでの撮像を行い、所定の第２操作（
所定ボタンに対する第２の操作等）を行ったときに、第２モードでの撮像を行うようにし
てもよい。
【００５０】
　なお、図３、図４等に示す代表例では、第１情報コードＣ１、第２情報コードＣ２がい
ずれもＱＲコード（登録商標）である場合を例示したが、データマトリックスコードやマ
キシコードなど、明色モジュールと暗色モジュールによって表現される他種の二次元コー
ドでも同様に適用でき、明色モジュールと暗色モジュールによって表現されるコードであ
れば、一次元バーコードなどの一次元コードでも同様に適用できる。
【００５１】
　本構成では、情報コード表示媒体１０は、少なくとも可視光領域とは異なる第１波長帯
の光が照射されたときに当該第１波長帯の光を透過する透過状態となり、可視光領域の第
２波長帯の光が照射されたときに透過状態よりも透過性の低い状態となる被形成部１４と
、被形成部１４の所定の第１面１４Ａ側に設けられ、複数種類のモジュールを備えてなる
第１情報コードＣ１と、被形成部１４の第１面１４Ａとは反対の第２面１４Ｂ側に設けら
れ、複数種類のモジュールを備えてなる第２情報コードＣ２とを有している。
　そして、第１情報コードＣ１の複数種類のモジュールは、第１波長帯の光が照射された
ときにこの第１波長帯の光を透過し、可視光が照射されたときに少なくともいずれかの種
類のモジュールが可視光を反射すると共に当該可視光を反射した反射光によって当該第１
情報コードＣ１の像が生成される構成となっている。この構成では、可視光が照射され、
第１波長帯の光が照射されない又は第１波長帯の光の量が少ない環境下では、被形成部１
４が透過性の低い状態となる。つまり、第１面１４Ａ側から見たときに、第１情報コード
Ｃ１は視認可能となるが、第２情報コードＣ２の視認は困難となる。また、第１波長帯の
光を照射しない通常の読み取り装置では、第１面１４Ａ側から読み取る場合、被形成部１
４の透過性が低く奥側の第２情報コードＣ２が認識困難な状態で読み取ることになるため
、これら２つのコードの内、第１情報コードＣ１のみを読み取ることができる。
　一方、第１波長帯の光が照射された場合、被形成部１４は、第１波長帯の光を透過する
透過状態となり、第２情報コードＣ２は、いずれかの種類のモジュールが第１波長帯の光
を反射すると共にこの第１波長帯の光を反射した反射光によって当該第２情報コードＣ２
の像が生成される。従って、第１波長帯の光を照射可能な読取装置では、第１波長帯の光
を照射しつつ撮像することで、第１面１４Ａ側からでも第２情報コードＣ２を読み取るこ
とができる。
【００５２】
　また、第２情報コードＣ２が被形成部１４の厚さ方向において第１情報コードＣ１の少
なくとも一部と重なる構成で配置されている。この構成では、仮に可視光環境下において
被形成部１４で若干の透過状態が生じた場合でも、第１面１４Ａ側から見た場合に第２情
報コードＣ２の少なくとも一部が第１情報コードＣ１の裏側に隠れる構成となる。つまり
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、第２情報コードＣ２の正確な形状の把握がより困難になるため、可視光環境下における
一般的な読取装置での第２情報コードＣ２の読み取りをより確実に防ぐことができる。
【００５３】
　なお、第２情報コードＣ２には、少なくとも第１情報コードＣ１に記録されていないデ
ータが記録されていてもよい。この構成によれば、特定の読取装置での読み取りが望まれ
、一般的な読取装置での読み取りが望まれないデータを扱う場合に非常に有利になる。例
えば、被形成部１４がある商品の一部又は包装として構成される場合、表側（第１面１４
Ａ側）の第１情報コードＣ１には、ユーザに提供すべき情報（例えば、商品に関する情報
（材料、原産地、効能、その他の広告情報など）や、商品提供企業のインターネット上の
アドレス等）を記録しておき、第２情報コードＣ２には、正規品であるか否かを判別する
ための識別情報（例えば正規品であることを示すシリアル番号等）などを記録するといっ
た使用方法が可能である。このようにすれば、第２情報コードＣ２の存在自体を分かりに
くくすることができ、特定の読取装置に限って正規品チェックをすることが可能となる。
【００５４】
　［第２実施形態］
　次に第２実施形態について図５を参照しつつ説明する。
　第２実施形態は、第１実施形態の構成をすべて含み、更に、接着層１６が付加された構
成となっている。この第２実施形態に係る情報コード読取システム１は、情報コード表示
媒体１０に接着層１６が設けられている点のみが第１実施形態と異なり、それ以外は第１
実施形態と同一である。よって、第１実施形態と同一の構成については第１実施形態と同
一の符号を付し、詳細な説明は省略する。特に、情報コード読取装置４０の構成は第１実
施形態と同一である。また、媒体１０は、接着層１６以外は第１実施形態と同一である。
【００５５】
　本構成に係る情報コード表示媒体１０も、図５に示すように、少なくとも可視光領域と
は異なる第１波長帯の光が照射されたときに当該第１波長帯の光を透過する透過状態とな
り、可視光領域の第２波長帯の光が照射されたときに前記透過状態よりも透過性の低い状
態となる被形成部１４を備えている。そして、被形成部１４の所定の第１面１４Ａ側に設
けられ、複数種類のモジュールを備えてなる第１情報コードＣ１と、被形成部１４におけ
る第１面１４Ａとは反対の第２面１４Ｂ側に設けられ、複数種類のモジュールを備えてな
る第２情報コードＣ２とを備えている。なお、被形成部１４、第１情報コードＣ１、第２
情報コードＣ２の構成は第１実施形態と同一であり、第１実施形態で説明した変形例と同
様の変形構造が可能である。
【００５６】
　更に本構成では、被形成部１４における裏面側（即ち、第２面１４Ｂ側）に接着媒体に
よる接着層１６が設けられている。この接着層１６は、ある程度の粘度を有する公知の接
着剤などによって構成されていてもよく、公知の両面テープなどの接着シートによって構
成されていてもよい。接着層１６が接着シートによって構成されている場合、接着層１６
は、シート状に構成され、第２面１４Ｂ側の面が接着性を有するとともに、第２面１４Ｂ
側とは反対側の面（図５の例では露出する面）も接着性を有する。そして、この場合、接
着層１６における被形成部１４側の面が第２面１４Ｂに接着し、接着層１６における被形
成部１４とは反対側の面が他の物体に接着するように用いられる。なお、この情報コード
表示媒体１０を接着する対象物体は様々であり、様々な商品であってもよく、様々な機器
、設備、用具などであってもよい。また、ガラス製品や貴金属製品など、直接の印刷が困
難或いは直接の印刷が望まれない物品に貼り付けて用いると有用である。
【００５７】
　本構成でも、被形成部１４は、第１実施形態と同様の構成であり、撓み変形可能な板材
又はシート材等として構成されている。そして、被形成部１４の厚さ方向他方側の面（第
２面１４Ｂ）を覆う構成で接着層１６が設けられている。なお、本構成では、接着層１６
以外の部分の機能、効果は第１実施形態と同様である。例えば、通常時に表面側から見た
構成は図３（Ａ）と同様であり、赤外光を照射せず可視光を照射した状態での撮像画像（
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例えば、読取装置４０による上記第１モードでの撮像画像）も図３（Ａ）と同様であり、
このような画像を読取装置４０によって撮像することで第１情報コードＣ１を解読するこ
とが可能となる。一方、上述の読取装置４０により赤外光（第１波長帯の光）を照射しつ
つ撮像部４２によって撮像したときの画像（例えば、読取装置４０による上記第２モード
での撮像画像）は図４と同様であり、このような画像を読取装置４０によって撮像するこ
とで第２情報コードＣ２を解読することが可能となる。
【００５８】
　本構成でも、第１実施形態と同様の効果が得られる。更に、被形成部１４における第２
面１４Ｂ側に接着媒体による接着層１６が設けられているため、情報コード表示媒体１０
の全体をシールとして利用することができ、当該情報コード表示媒体１０が接着された部
分において上記発明と同様の効果を生じさせることができる。これにより、例えば２種類
の情報コードＣ１、Ｃ２を直接形成しにくい対象物において上記利益を享受したい場合や
、対象物形成後に事後的に上記特徴を付加したい場合などにおいて有利になる。
【００５９】
　また、被形成部１４は、撓み変形可能な板材又はシート材として構成されている。この
構成によれば、情報コード表示媒体１０の適用位置の自由度が増し、例えば平坦部分は勿
論のこと、ある程度湾曲した部分や若干凹凸がある部分などに対しても特徴的な情報コー
ド表示媒体１０を付すことができる。
【００６０】
　［他の実施形態］
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００６１】
　上記実施形態では、第２情報コードＣ２は、被形成部１４の第２面１４Ｂ上に形成され
た構成を示したが、第１情報コードＣ１よりも第２面１４Ｂ寄りであれば、第２面１４Ｂ
上でなくてもよい。例えば、被形成部１４の内部に形成されていてもよい。
【００６２】
　上記実施形態では、第１波長帯の光として赤外光を例示したが、第１波長帯は、可視光
領域以外の他の波長帯の光であってもよい。この場合、被形成部や第１情報コードＣ１の
暗色モジュールは、第１波長帯の光を当てた時に透過性の高い状態となり、可視光を当て
た時に透過性の低い状態となる材料によって構成すればよい。
【００６３】
　上記実施形態では、第１情報コードＣ１の真裏に第２情報コードＣ２が配置される構成
を例示したが、第１情報コードＣ１と第２情報コードＣ２の外形が完全に重ならず、一部
のみが前後（被形成部１４の厚さ方向）に重なるように構成されていてもよい。或いは、
第１情報コードＣ１と第２情報コードＣ２とが前後に重ならないように配置されていても
よい。
【００６４】
　上記実施形態では、第１面１４Ａ側に１つの第１情報コードＣ１が形成された例を示し
たが、第１面１４Ａ側に複数の第１情報コードＣ１が形成されていてもよい。或いは、第
２面１４Ｂ側に複数の第２情報コードＣ２が形成されていてもよい。
【符号の説明】
【００６５】
１…情報コード読取システム
１０…情報コード表示媒体
１４…被形成部
１４Ａ…第１面
１４Ｂ…第２面
１６…接着層
４０…情報コード読取装置
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４１…制御部（解読部）
４２…撮像部
４４…第１照明光源（照明光源）
Ｃ１…第１情報コード
Ｃ２…第２情報コード

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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